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図書館を利用した学修支援の
実践における成果と課題 
～Study Support Spaceの実践より～ 
平成２６年１月２４日（金） 










徳島大学附属図書館の学修支援         
～ラーニング・コモンズ～ 

































































    2009年    耐震改修によりリニューアル・オープン 
        １階をコミュニケーション可能なゾーン，２階をサイレント・ゾーンとゾーニング 







































 学習サポートスタッフ → 人件費確保できず 
 学習支援室との連携 → 打診したが不調 
 ボランティアについて教員に相談 








































































 アドバイザーはすべてボランティアとして協力            
教員12名、図書館職員１名，大学院生2名（2013年後期） 
 2013年4月～12月末まで平日に毎日実施               
実施日数は131日 
 累計相談者数は314名（前期は210名） 


















  総合科学部 工学部 医学部 歯学部 薬学部 その他 不明 合計 
1年 44 93 40 10 0 0 0 187 
2年 22 17 0 0 0 0 2 41 
3年 10 15 0 0 0 0 0 25 
4年 6 9 1 0 0 0 0 16 
院生 0 6 0 0 0 0 0 6 
その他 1 0 0 1 0 5 1 8 
不明 3 13 0 3 0 0 12 31 
合計 86 153 41 14 0 5 15 314 
17 































相談内容の種類別の     学習相談のうち内容別の   


























学習以外の相談のうち                




























対象：図書館利用者のみ     
  配布500，回収295（回収率59％） 
認知度 
 SSS（Study Support Space）を知っていますか？また，利用したことは
ありますか？ 




知らない 回答無 計 
回答 
19 137 98 18 272 
















































































































部 工学部 医学部 歯学部 薬学部 合計 
1年 133 152 179 38 24 526 
2年 16 32 0 1 5 54 





 認知度 55.9％（324名/580名） 




 利用率 11.1％（36名／324名） 







ポスター 友人から 図書館のHP 図書館に訪れた時に 
授業中にアド
バイザーから その他 



































































総合科学部 31.0 31.7 12.7 13.4 28.9 23.9 2.1 
工学部 47.3 33.5 9.0 7.2 15.6 13.8 0.0 
医学部 45.6 30.2 9.5 5.3 24.3 10.1 0.0 
歯学部 34.2 31.6 10.5 7.9 31.6 10.5 0.0 
薬学部 78.6 21.4 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 

















































学生のピア・サポートについても，推進していく   
（③社会変革を可能とする創造性を育む教育への質的転換 ） 
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  （本の紹介コミュニケーションゲーム） 
サイエンスカフェ 


























  （学生、教員、図書館で連携することでできる学修支援） 
２．イベント 
  （図書館で行うとよさそうな学修支援イベント） 
３．資料活用 
  （図書館にある資料を活用して行うことのできる学習支援） 
４．授業開発 
  （図書館の資料や施設、サービスを取り入れた授業開発） 
５．共同研究 




企画例から１つ選ぶ or 新企画を考案 
次のことを話し合う 
◆なぜその企画をやりたいと思うのか 
◆どのようにしたら実現できるか 
◆どんな効果がありそうか 
